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日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

申さ
る

　

木こ

の
葉は

猿ざ
る

は
、
熊
本
県
玉ぎ

ょ
く

東と
う

町

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
伝
統
郷
土
玩
具

で
す
。
型
を
使
わ
ず
、
す
べ
て
指
先

だ
け
で
粘
土
を
捻
っ
て
つ
く
ら
れ
、

素
焼
き
で
仕
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
は
と
て
も
古
く
、
約

１
３
０
０
年
に
も
な
る
と
か
。
現
在

の
玉
東
町
木
葉
に
住
ん
で
い
た
都
の

落
人
が
、
夢
枕
に
立
っ
た
老
翁
の
お

告
げ
に
よ
り
春
日
大
明
神
を
祀
り
、

祭
器
を
木
葉
山
の
土
で
つ
く
っ
て
残

り
の
土
を
捨
て
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

猿
に
化
け
た
、
と
い
う
伝
説
か
ら
生

ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
大
正
５
年
に

は
、
雑
誌
・
文
芸
ク
ラ
ブ
が
主
催
し

た
全
国
土
俗
玩
具
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
東
の
正
横
綱
」
に
輝
く
な
ど
、
そ

の
人
気
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

木
の
葉
猿
は
玉
東
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
支
の
九
番
目
の
「
申
」

は
、
も
と
も
と
は
「
雷
」
の
原

字
で
、「
も
う
す
」な
ど
の
意
味

を
も
つ
漢
字
で
す
。
こ
れ
に
当

て
ら
れ
た
の
が
「
さ
る
」
で
す
。

　

猿
は
家
族
を
大
事
に
す
る
こ

と
か
ら
家
族
円
満
で
あ
っ
た
り
、

「
去さ

る
」
に
掛
け
て
厄
除
け
な

ど
の
願
い
を
込
め
た
工
芸
品
が

多
い
よ
う
で
す
。

手
び
ね
り
で
つ
く
ら
れ
た

素
朴
な
伝
統
郷
土
玩
具

家
族
円
満
や
厄
除
け
に

木
の
葉
猿

子丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
九

取材協力：熊本県伝統工芸館
ht tps : // kumamoto - kouge ikan . j p

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

木の葉猿の代表的な作品、三匹猿（上）。飯喰猿（左上）。唯一の窯元、「木の葉
猿窯元」の永田禮三さん（左中）。写真奥は永田さんの三女、早絵さん（左下）。

写真提供：熊本県伝統工芸館
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北
海
道　

紋
別
市

広報誌を
スマホなどで
閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2

（中央合同庁舎 2 号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )
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みんなのくらしと生活を応援する情報誌
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情
報
公
開
・
行
政
手
続
制
度
案
内
所
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

令
和
５
年
1
月
10
日
（
火
）
開
講

「
誰
で
も
使
え
る
統
計
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
受
講
者
募
集
中

「
三
な
い
運
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
（
贈
ら
な
い
）
！　

政
治
家
の
寄
附
を
求
め
な
い
！　
受
け
取
ら
な
い
！

ア
ナ
ロ
グ
簡
易
無
線
機
の

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

～
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
11
月
30
日
ま
で
～

郵
政
民
営
化
前
に
お
預
け
い
た
だ
い
た

定
額
郵
便
貯
金
、
定
期
郵
便
貯
金
、
積
立
郵
便
貯
金

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

クリスマスローズ 
新潟県・新潟市
「クリスマスのころに咲くバラ」という意味で名付けられ
たクリスマスローズは、キンポウゲ科の多年草。その一大
産地である新潟市は、市内の生産者が十数年前にイギリス
から優良品種を導入したのがはじまりだそう。クリスマス
ローズは新潟市のふるさと納税返礼品にもなっています。

V o l . 9

1 9

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！

福
岡
県
豊
前
市

写真提供：株式会社大郷屋種苗
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特　集

情報公開・行政手続制度案内所
をご活用ください

令和4年4月から開設しています。
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特集　情報公開・行政手続制度案内所をご活用ください

　

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関

す
る
法
律
（
平
成
11
年
法
律
第
42
号
）
お
よ

び
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の

公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
13
年
法
律
第

１
４
０
号
）（
以
下
、「
情
報
公
開
法
」と
い
う
）

で
は
、
誰
で
も
、
国
の
行
政
機
関
や
独
立
行

政
法
人
等
が
保
有
す
る
文
書
や
電
子
デ
ー
タ

な
ど
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
政
が
保
有
す

る
情
報
を
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
つ
つ
、
国
民

に
広
く
開
か
れ
た
行
政
の
実
現
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

行
政
管
理
局
は
、
国
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

役
割
を
担
う
情
報
公
開
制
度
や
行
政
手
続
制

度
、
行
政
不
服
審
査
制
度
と
い
っ
た
行
政
機

関
等
に
共
通
す
る
基
本
的
な
法
制
度
を
所
管

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
法
制
度
を
適
切
に

運
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
行
政
の
公
正
性
や

透
明
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
り
、
国
民
か

ら
の
行
政
へ
の
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

行
政
手
続
法
（
平
成
５
年
法
律
第
88
号
）

は
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透

明
性
の
向
上
を
図
り
、
国
民
の
権
利
利
益
の

保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
行
政
機

関
が
行
う
処
分
、
行
政
指
導
お
よ
び
届
出
に

関
す
る
手
続
な
ら
び
に
命
令
等
を
定
め
る
手

続
に
関
し
、
共
通
す
る
事
項
を
定
め
て
い
ま

す
。

　情報公開法に基づいて、だれでも、行政機関や独立行政法人が保有している文書の開示
を求めることができます。

①
情
報
公
開
法
と
は

②
行
政
手
続
法
と
は

行
政
機
関
等
が
保
有
す
る
文
書
の

開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

行
政
管
理
局
は
行
政
機
関
等
に
共
通
す
る

基
本
的
な
法
制
度
を
所
管
し
て
い
ま
す

行
政
機
関
が
行
う
手
続
の

共
通
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
ま
す

情報公開法

※文書１件につき、原則 300 円の開示請求手数料が必要となります。

案内所で配布している
パンフレット

開示請求の流れを説明するよ！

まず、開示請求書に、見たい文書の内容などの必要な事項を
記入しよう！

次に、それぞれの行政機関、独立行政法人等の情報公開の窓
口に提出しよう！

そうすると、原則 30 日以内に開示されるかどうか決まるよ！

どうやって文書の開示をもとめることができるの？

?
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行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
26
年
法
律
第
68

号
）
は
、
簡
易
迅
速
・
公
正
な
手
続
の
下

で
、
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
を
図
る
こ
と

や
、
行
政
の
適
正
な
運
営
の
確
保
を
目
的
と

し
、
行
政
の
行
っ
た
処
分
ま
た
は
不
作
為
に

不
服
が
あ
る
場
合
の
審
査
請
求
等
の
不
服
申

立
て
の
仕
組
み
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求
に

つ
い
て
は
、審
査
請
求
を
受
け
た
行
政
庁（
審

査
庁
）
で
は
、処
分
に
関
与
し
な
い
職
員
（
審

理
員
）
が
、
審
査
請
求
の
審
理
手
続
を
行
う

と
と
も
に
、
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
行
政

不
服
審
査
会
等
が
審
査
庁
の
判
断
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
こ
と
で
、
公
平
・
中
立
な
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
（
個
別
法
の
定
め
等
に
よ
り
、
審

理
員
が
置
か
れ
な
い
場
合
や
、
行
政
不
服
審

査
会
等
へ
の
諮
問
が
な
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
）。

　

ご
紹
介
し
た
法
律
の
う
ち
、
行
政
不
服
審

査
法
に
お
い
て
は
、
審
査
請
求
等
の
不
服
申

立
て
を
し
よ
う
と
す
る
者
ま
た
は
不
服
申
立

人
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
不
服
申
立
て
の
処

理
を
行
う
行
政
庁
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
、

不
服
申
立
て
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
努
め

る
べ
き
旨
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
行

政
不
服
審
査
法
第
84
条
）
が
、
こ
の
度
、
令

和
３
年
５
月
28
日
か
ら
有
識
者
で
構
成
さ
れ

る
「
行
政
不
服
審
査
法
の
改
善
に
向
け
た
検

討
会
」
を
開
催
し
、
同
検
討
会
に
お
い
て
令

和
４
年
１
月
に
最
終
報
告
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
対
す
る
情
報
提
供
や

相
談
対
応
を
丁
寧
に
行
う
た
め
の
全
国
的
な

案
内
所
の
設
置
や
、
不
服
申
立
て
に
係
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

簡
易
迅
速
・
公
正
な
手
続
の
下
で

行
政
処
分
に
対
す
る
不
服
を

申
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

「
行
政
不
服
審
査
法
の
改
善
に
向
け
た

検
討
会
最
終
報
告
」
を
受
け
た
対
応

○許認可などの申請に対する処分に関する手続
　・審査基準の設定義務
　・理由の提示　など
○聴聞や弁明といった不利益処分をする際の手続
○行政指導する際の一般原則
　・行政指導は相手方の任意の協力によるもの
　・従わないことを理由とした不利益取扱い禁止　など
○政省令、規則、審査基準などの命令等を定める場合の意見公募
　手続（パブリックコメント）

行政手続法
　行政手続法は、行政機関が行う処分、行政指導および届出に関する手続ならびに命令等
を定める手続に関し、共通するルールを定めています。

案内所で
配布している
パンフレット

③
行
政
不
服
審
査
法
と
は
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行政に対する一般的な意見、要望については、審査請求をす
ることはできません。
国税、年金、労災保険など特別の定めがある場合があります。
詳しくは関係機関にお問合せください。

　審査請求をする場合は、処分を知った日から 3 か月以内にしてください。また、処分の
日から 1 年を経過するとできなくなります。

　例えば、1 月 15 日に処分を知った場合には、同年 4 月 15 日ま
でに審査請求をする必要があります。

審査請求の内容は、どう判断されるのですか？

公平・中立な判断のために、
審査請求は、
　 対象となる処分に関与しない「審理員」が審理します
　 外部の有識者からなる「行政不服審査会」が判断をチェックすることもあります

特集　情報公開・行政手続制度案内所をご活用ください

　

総
務
省
で
は
、
従
来
か
ら
、
全
国
に
、「
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所
」
を

設
置
し
、
情
報
公
開
法
等
の
円
滑
な
運
用
を

確
保
す
る
た
め
、
行
政
機
関
・
独
立
行
政
法

人
等
に
対
す
る
開
示
請
求
の
手
続
や
制
度
の

仕
組
み
等
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
指
摘
も
踏
ま
え
、
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く

審
査
請
求
の
手
続
や
制
度
の
仕
組
み
、
行
政

手
続
法
の
制
度
の
仕
組
み
な
ど
の
案
内
を
行

う
機
能
を
追
加
し
、
名
称
を
「
情
報
公
開
・

行
政
手
続
制
度
案
内
所
」
に
変
更
の
上
、
開

設
し
ま
し
た
（
な
お
、
行
政
機
関
の
保
有
す

る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

15
年
法
律
第
58
号
）
お
よ
び
独
立
行
政
法
人

等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
15
年
法
律
第
59
号
）
は
、
令
和

行政不服審査法
　行政による不許可や取消しといった処分に対して不服がある場合、行政不服審査法に基
づく審査請求をすることができます。

④
情
報
公
開
・

　
行
政
手
続
制
度

　
案
内
所
の
開
設
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４
年
４
月
１
日
に
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
個
人

情
報
保
護
委
員
会
が
所
管
す
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
15
年
法
律
第
57

号
）
に
統
合
さ
れ
た
た
め
、
現
在
、
情
報
公

開
・
行
政
手
続
制
度
案
内
所
に
お
け
る
案
内

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）。

　

情
報
公
開
・
行
政
手
続
制
度
案
内
所
は
、

総
務
省
本
省
お
よ
び
都
道
府
県
ご
と
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
ご
紹
介
し
た
法
律
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
、
相
談
に
当
た
っ
て
は
、

お
近
く
の
案
内
所
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
等

を
い
た
だ
く
ほ
か
、
来
所
に
よ
る
相
談
も
可

能
で
す
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
対
面
で
の
相
談
を

控
え
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
案
内
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

令
和
４
年
度
か
ら
開
設
し
た
ば
か
り
の
取

組
で
は
あ
り
ま
す
が
、
徐
々
に
国
民
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
各
制
度
の
円
滑
な
利
用
ま
た

は
運
用
に
貢
献
で
き
る
存
在
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

●情報公開法について
・情報公開制度ってどんな制度？
・開示請求の手続ってどうすればいいの？
・開示請求はどこに対してできるの？

●行政不服審査法について
・どういう場合に審査請求できるの？
・審査請求はどうやってすれば良いの？
・審査請求書の書き方は？

例えばこのような場合、案内所に御相談ください！

●行政手続法について
・�申請手続で役所が義務づけられている手続は？
・聴聞の通知が届いたが、どうすれば良い？
・�意見公募手続（パブリックコメント）について知りたい

案内所
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特集　情報公開・行政手続制度案内所をご活用ください

総務省の情報公開・行政手続制度案内所 一覧
（令和４年７月１日現在）

案内所 所在地

〒 100-8926

〒 060-0808

〒 040-0032

〒 078-8501

〒 085-0022

〒 980-0014

〒 030-0801

〒 020-0045

〒 010-0951

〒 990-0041

〒 960-8021

〒 330-9717

〒 310-0061

〒 320-0043

〒 371-0026

〒 260-0024

〒 169-0073

〒 231-0023

〒 950-8628

〒 400-0031

〒 380-0846

〒 460-0001

〒 930-0085

〒 920-0024

〒 500-8114

〒 420-0853

〒 514-0033

〒 540-8533

〒 910-0859

〒 520-0044

〒 604-8482

〒 650-0024

〒 630-8213

〒 640-8143　

〒 730-0012　

〒 680-0845　

〒 690-0841

〒 700-0984

〒 753-0088

〒 760-0019

〒 770-0851

〒 790-0808

〒 780-0870

〒 812-0013

〒 840-0041

〒 852-8106

〒 860-0047

〒 870-0016

〒 880-0805

〒 892-0812

〒 900-0006

東京都千代田区霞が関 2-1-2
中央合同庁舎第 2 号館 2 階

札幌市北区北８条西２　札幌第１合同庁舎７階

函館市新川町 25-18　函館地方合同庁舎６階

旭川市宮前１条３丁目３番 15 号　旭川合同庁舎西館５階

釧路市南浜町 5-9 釧路港湾合同庁舎３階

仙台市青葉区本町 3-2-23　仙台第２合同庁舎 10 階

青森市新町 2-4-25　青森合同庁舎４階

盛岡市盛岡駅西通 1-9-15　盛岡第２合同庁舎４階

秋田市山王 7-1-3　秋田合同庁舎４階

山形市緑町 1-5-48　山形地方合同庁舎３階

福島市霞町 1-46　福島合同庁舎３階

さいたま市中央区新都心 1-1 
さいたま新都心合同庁舎１号館 19 階

水戸市北見町 1-11　水戸地方合同庁舎２階

宇都宮市桜 5-1-13　宇都宮地方合同庁舎３階

前橋市大手町 2-3-1　前橋地方合同庁舎６階

千葉市中央区中央港 1-11-3　千葉地方合同庁舎７階

東京都新宿区百人町 3-28-8　新宿地方合同庁舎２階

横浜市中区山下町 37-9　横浜地方合同庁舎３階

新潟市中央区美咲町 1-1-1　新潟美咲合同庁舎１号館７階

甲府市丸の内 1-1-18　甲府合同庁舎９階

長野市旭町 1108　長野第１合同庁舎４階

名古屋市中区三の丸 2-5-1　名古屋合同庁舎第２号館

富山市丸の内 1 丁目 5-13 富山丸の内合同庁舎５階

金沢市西念 3-4-1　金沢駅西合同庁舎４階

岐阜市金竜町 5-13　岐阜合同庁舎

静岡市葵区追手町 9-50　静岡地方合同庁舎

津市丸之内 26-8　津合同庁舎

大阪市中央区大手前 4-1-67　大阪合同庁舎第２号館

福井市日之出 3-14-15　福井地方合同庁舎

大津市京町 3-1-1　大津びわ湖合同庁舎

京都市中京区西ノ京笠殿町 38　京都地方合同庁舎

神戸市中央区海岸通 29　神戸地方合同庁舎

奈良市登大路町 81　奈良合同庁舎

和歌山市二番丁 3　和歌山地方合同庁舎 3 階

広島市中区上八丁堀 6-30　広島合同庁舎４号館

鳥取市富安 2-89-4 鳥取第１地方合同庁舎

松江市向島町 134-10　松江地方合同庁舎

岡山市北区桑田町 1-36　岡山地方合同庁舎

山口市中河原町 6-16　山口地方合同庁舎１号館

高松市サンポート 3-33　高松サンポート合同庁舎南館６階

徳島市徳島町城内 6-6　徳島地方合同庁舎

松山市若草町 4-3　松山若草合同庁舎

高知市本町 4-3-41　高知地方合同庁舎

福岡市博多区博多駅東 2-11-1　福岡合同庁舎本館

佐賀市城内 2-10-20　佐賀合同庁舎

長崎市岩川町 16-16　長崎地方合同庁舎

熊本市西区春日 2-10-1　熊本地方合同庁舎Ｂ棟４階

大分市新川町 2-1-36　大分合同庁舎

宮崎市橘通東 3-1-22　宮崎合同庁舎

鹿児島市浜町 2 番 5-1 号　鹿児島港湾合同庁舎 5 階
那覇市おもろまち 2-1-1　那覇第２地方合同庁舎１号館４階

電話番号
03-5253-5175 
03-5253-5355

011-708-0638

0138-23-0909

0166-38-3011

0154-23-7136

022-716-1234

017-734-3354

019-622-3470

018-824-1426

023-632-3113

024-534-1101

048-600-2404

029-221-3347

028-634-4681

027-221-1648

043-246-9821

03-5331-1762

045-228-1308

025-282-1112

055-252-1496

026-235-5566

052-968-1160

076-405-0312

076-222-2263

058-259-6445

054-653-5106

059-221-2455

06-4791-5630

0776-24-0403

077-523-1926

075-802-1140

078-327-5417

0742-24-0300

073-431-8221

082-502-0271

0857-24-5542

0852-21-3680

086-231-4322

083-933-1503

087-826-0712

088-657-7063

089-941-7701

088-824-4101

092-431-7083

0952-27-8638

095-842-9755

096-212-9377

097-532-3787

0985-24-3371

099-224-3248

098-941-3285

03-5253-5111 
（内線 27184）

ＦＡＸ番号

03-3519-8733

011-708-0638

0138-23-0919

0166-38-3013

0154-23-7137

022-716-1234

017-734-3355

019-624-1155

018-824-1427

023-632-3117

024-534-1102

048-600-2404

029-221-3349

028-637-4809

027-221-1649

043-246-9829

03-5331-1762

045-228-1308

025-282-1124

055-251-9223

026-232-4529

052-968-1160

076-405-0312

076-222-2263

058-259-6445

054-653-5106

059-221-2455

06-4791-5630

0776-26-4445

077-525-1149

075-802-1180

078-327-5417

0742-24-0303

073-436-5899

082-502-0271

0857-24-5942

0852-21-2444

086-221-5661

083-922-1593

087-826-0712

088-657-7063

089-934-5917

088-824-4194

092-431-7084

0952-22-2652

095-842-9755

096-324-1663

097-532-3790

0985-24-3371

099-224-3248

098-941-3285

インターネット受付

https://www.soumu.
go.jp/form/common/
opinions.html

https://www.soumu.
go.jp/hyouka/i-chihou-
form.html

総務省本省

北海道管区

函　館

旭　川

釧　路

東北管区

青　森

岩　手

秋　田

山　形

福　島

関東管区

茨　城

栃　木

群　馬

千　葉

東　京

神奈川

新　潟

山　梨

長　野

中部管区

富　山

石　川

岐　阜

静　岡

三　重

近畿管区

福　井

滋　賀

京　都

兵　庫

奈　良

和歌山

中国四国管区

鳥　取

島　根

岡　山

山　口

四国支局

徳　島

愛　媛

高　知

九州管区

佐　賀

長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島

沖　縄

※１　上記案内所は管区行政評価局、行政評価事務所または行政監視行政相談センター内に設置されております。
※２　近畿管区は、令和 4 年 12 月 26 日から大阪市中央区大手前 3 丁目 1 番 41 号大手前合同庁舎 1 階に移転致します（郵便番号、電話番号、FAX 番号は変わりません）。
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世界初の流氷砕氷観光船として
昭和 62 年に就航したガリンコ号。
ドリルで氷を砕きながら流氷帯を
進む。夏場はフィッシングクルー
ズも。昨年、3 代目のガリンコ号
Ⅲ IMERU が就航した。

紋
別
市

流
氷
が
寄
せ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

雄
大
な
自
然
の
豊
か
な
恵
み

北
海
道

Monbetsu City

人口
（推計）

面積
URL

2 万 800 人

（令和 4 年 8 月末現在）

830.67㎢（境界未定部分あり）

https://mombetsu.jp
　自然環境に恵まれ、夏は冷涼、冬も比
較的穏やかな本市では現在、交流人口の
拡大を目指し、「避暑地化構想」と銘打っ
て観光・交流施設の整備などのプロジェ
クトを展開しています。水産のまちとし
て知られている紋別ですが、農業、酪
農・畜産も発展しています。海や大地か
らの食資源という贈り物を事業者のみな
さんのご協力の下、返礼品として全国に
お届けするふるさと納税の取組を通じた
ご縁やつながりも大切にしてまいりたい
と思っています。

ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
を

通
じ
た
ご
縁
や
つ
な
が
り
を

大
切
に

紋別市長 宮川良一

氷海の海中展望塔として世界
初のオホーツクタワー。海底
階には大小 11 枚の海中観察
窓。ミニ水族館やパノラマ展
望台、カフェを併設。

塔

ホ
ー
ツ
ク
海
の
28
㎞
に
お
よ
ぶ
海

岸
線
、
北
見
山
地
や
千
島
山
系
の

山
々
な
ど
雄
大
な
自
然
に
包
ま
れ
る
紋
別
。

そ
の
地
名
は
静
か
な
川
を
意
味
す
る
ア
イ

ヌ
語
の
「
モ
ペ
ッ
」
に
由
来
す
る
と
さ
れ

ま
す
。

　

渚し
ょ

滑こ
つ

川が
わ

や
南
東
シ
ブ
ノ
ツ
ナ
イ
川
の
流

域
で
は
サ
ト
ウ
ダ
イ
コ
ン
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

オ

紋別市

北海道のオホーツク海沿岸のほぼ中央に

位置し、漁業、農業、林業やこれらを生

かした製造業を基幹産業とする。紋別町、

渚滑村、上渚滑村が昭和 29 年に合併し

て誕生。
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2 月中旬の「もんべつ流氷ま
つり」では天然氷でつくられ
たメインステージや数十基の
氷像が立ち並ぶ。夜はライト
アップされ、幻想的に輝く。

海沿いに立つカニの爪は高さ
12m 、幅6m 、重さ7t の巨大
モニュメント、昭和 58 年の
流氷アートフェスティバルの
際に制作された。

流氷の下の極寒の海で育つ毛
ガニはびっしり詰まった身に
クリーミーな味噌が特徴。オ
ホーツク沿岸では流氷明けの
３月ごろから味わえる。

氷驚食

な
ど
の
畑
作
や
大
規
模
な
酪
農
・
畜
産
が

営
ま
れ
、
市
域
の
約
８
割
を
森
林
地
帯
が

占
め
る
こ
と
か
ら
木
材
産
業
も
盛
ん
。
毛

ガ
ニ
・
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・
タ
ラ
バ
ガ
ニ
の
三

大
ガ
ニ
を
初
め
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
が
も
た
ら

す
水
産
資
源
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

紋
別
の
弓
状
の
海
岸
線
は
風
波
を
避
け

ら
れ
る
天
然
の
良
港
と
し
て
江
戸
時
代
か

ら
利
用
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
間
も
な
く
全

国
初
の
水
産
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
、

近
代
的
な
水
産
都
市
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
は
流
氷
の
南
限
で
、
冬

に
な
る
と
流
氷
野
が
出
現
し
ま
す
。
か
つ

て
は
船
の
航
行
を
邪
魔
す
る
厄
介
者
と
さ

れ
て
い
た
流
氷
で
す
が
、
研
究
が
進
ん
で
、

氷
の
下
で
大
量
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

繁
殖
し
、
豊
か
な
生
態
系
を
支
え
て
く
れ

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、
今
や
紋
別
の
シ

ン
ボ
ル
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
観

光
の
柱
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
の
流
氷
見
物
や
夏
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ク
ル
ー
ズ
な
ど
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
利
用
し

た
観
光
の
ほ
か
、
小こ

向む
け

原
生
花
園
や
オ
ム

サ
ロ
台
地
竪
穴
群
、
コ
ム
ケ
国
際
キ
ャ
ン

プ
場
、
市
営
大
山
ス
キ
ー
場
な
ど
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

毎
日
羽
田
便
が
あ
る
新
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋

別
空
港
か
ら
市
の
中
心
部
ま
で
無
料
バ
ス

で
15
分
程
度
と
ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
す
。

地
方
の
か
が
や
き
　
北
海
道 

紋
別
市

1

456

23

■アザラシだけを飼育・保護している「オ
ホーツクとっかりセンター」。■ 10 月
のもんべつグルメまつり。バーベキュー
コーナーが好評。■ほどよく脂がのる紋
別カレイ。■野鳥の楽園のコムケ湖。秋
はサンゴソウが湖畔を染める。■道立
オホーツク流氷科学センター　「GIZA」。
大量のクリオネを展示。■全長３㎞の道
立オホーツク流氷公園。ラベンダー畑や
パークゴルフ場などがある。

1

2

3

4

5

6
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技
能
実
習
生
や
特
定
技
能
な
ど
の
外

国
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
紋
別
市
で
は
、
国
際
交
流
推
進
室
を

設
置
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、

国
際
交
流
、
生
活
支
援
、
就
労
支
援
な
ど

に
係
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
就
労
支
援
で
は
、
海
外
人
材
雇

用
推
進
員
や
国
際
化
推
進
員
（
外
国
人
）

を
任
用
し
て
雇
用
を
希
望
す
る
企
業
の
相

談
に
対
す
る
助
言
や
在
留
資
格
手
続
の
支

援
、
外
国
人
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
支
援
事
業
補
助
金
を
創
設
す
る
な
ど

市
教
育
委
員
会
主
催
で
毎
年
度
、
開
催
さ
れ
て

い
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
音
楽
セ
ミ
ナ
ー
は
、

音
楽
家
を
志
す
学
生
な
ど
が
紋
別
に
集
い
、
一
流
演

奏
家
の
指
導
を
仰
い
で
技
術
を
研
鑽
す
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
今
年
度
は
８
月
16
日
～
22
日
に
、
東
京
藝
術

大
学
名
誉
教
授
の
菅
沼
準
二
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
、
同
大
学
前
学
長
の
澤
和
樹
さ
ん
が
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
を
務
め
12
名
の
講
師
が
参
加
し
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
の
レ
ッ
ス
ン
や
講
師
と
受
講
生

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
61
年
以
来
、
毎
年
２
月
に
紋
別
市
で
開
催

さ
れ
、
海
氷
や
海
洋
生
態
系
、
地
球
温
暖
化
、

北
極
海
航
路
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
を
議
論
す
る
北
方

圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
流
氷
」

は
、
学
術
面
の
成
果
に
留
ま
ら
ず
、
紋
別
の
産
業
発

展
や
観
光
振
興
に
も
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
特
徴
と
し
て
、
公
開
講
座
や
小
中
生
向

け
の
特
別
授
業
な
ど
の
か
た
ち
で
研
究
者
と
市
民
の

交
流
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

工
夫
を
凝
ら
し
、
就
労
の
拡
大
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
は
こ
の
よ
う
な
取
組
を
一

層
推
進
す
る
た
め
「
も
ん
べ
つ
国
際
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

す
ま
い
る
」
を
開
設
し
、

交
流
室
や
会
議
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を

設
け
、
日
本
語
講
座
や
日
本
文
化
体
験
講

座
、
社
会
科
見
学
な
ど
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
外
国
人
が
生
活
や
仕
事
な
ど
の

様
々
な
相
談
が
で
き
る
よ
う
一
元
的
な
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
と
の
共
生
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
拠
点

も
ん
べつ
国
際
交
流
ス
テ
ー
シ
ョン

「
す
ま
い
る
」

一流
の
音
楽
家
を
招
き
、
学
び
合
う

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
音
楽
セ
ミ
ナ
ー

環
境
問
題
、海
洋
生
物
、北
極
海
航
路
な
ど

多
様
な
テ
ー
マ
を
議
論

北
方
圏
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

国際交流推進室の外国出身スタッフのみなさん。
ドイツ出身の溝口マリウスさん ( 後列 ) は「す
まいる」のデザインを担当。

市の施設をめぐる社会科見学会を10月2日の日
曜日に実施。市内の外国人 38 名が参加した。

市内の小学校 4 ～ 6 年生を対象とした音楽教室。
一流の演奏に触れる貴重な機会となる。

シンポジウム初日には、国内外の研究者や市
民が紋別市民会館に集まり、開会式を行う。
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地
方
の
か
が
や
き
　
北
海
道 

紋
別
市

ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
20
年
度
は
73
件

だ
っ
た
紋
別
市
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
件
数
で
す
が
、
年
々
増
加
し
、
昨

年
度
は
１
１
０
万
件
を
超
え
、
寄
附
額
も

１
５
２
億
９
７
０
０
万
円
と
全
国
の
市
町

村
で
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

返
礼
品
に
は
左
で
紹
介
し
て
い
る
飲
食

店
な
ど
の
紋
別
産
の
お
い
し
い
食
べ
物
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
自
然
は
、

市
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
、
日
本
の
環
境

保
全
の
た
め
に
も
守
り
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
財
産
で
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
紋
別
市
で
は
寄
附
金
を
環

境
保
全
の
取
組
や
地
域
の
活
性
化
に
役
立

て
る
た
め
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
流
氷
と
自

然
を
守
る
寄
附
条
例
」
を
制
定
し
、
寄
附

金
の
使
途
と
し
て
「
ア
ザ
ラ
シ
の
保
護
活

動
な
ど
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
海
洋
環
境
に
関

す
る
事
業
」
や
「
森
林
、
湖
沼
、
河
川
等

の
環
境
保
全
啓
発
活
動
に
関
す
る
事
業
」

な
ど
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

流
氷
と
自
然
を
守
る
た
め
の

ふ
る
さ
と
納
税

「オホーツク海の流氷」というユニー
クな返礼品も。写真は 5㎏だが、1t
の流氷も。

代表取締役の
能戸俊

とし

憲
のり

さんほたて黄金ごはん

5 種の魚介スモークセット

代表取締役職人の
安倍哲郎さん

店主の
菊池重幸さん

ボタン海老の塩麴漬けと厚切りラ
ム肩ロース味付けジンギスカン

代表取締役の
松本郁代さん

ホタテを活用した新名物を開発

素材と向き合いうま味を引き出す燻製

選りすぐりの食材を生かした絶品料理

海の幸を贅沢に使った海産物

ホタテを中心とした加工製品を手がける有限会社能戸
水産では、干し貝柱の出汁の風味を生かした炊き込み
ご飯の素、ほたて黄金ごはんを開発。ホタテ貝ひもや
たこからあげなどの商品も。

有限会社フューモアールは燻製の専門店。サバやマス、
サーモン、ホタテなど素材を厳選し、化学調味料など
の添加物を使用せず、ホワイトオークで丹念に仕上げ
る燻製は返礼品として品薄になるほどの人気。

食材にこだわり、地元で愛される居酒屋「旬肴菜焼肉
酒場あいうえお」。平成元年開業で当初は魚介がメイ
ンだったが、厚切りラムのジンギスカンが評判に。ホッ
ケのネギみそ焼き、たこの焼きしゃぶなども絶品。

有限会社マルマ松本商店が経営する「紋別漁師食堂」
はズワイガニ、イクラ、イカを盛った紋別大漁丼やホ
タテ丼などを提供。カニの甲羅に身と味噌を詰めた
本ずわい甲羅盛りなどの加工品の物販も行う。

お
い
し
い
を

届
け
る
！

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

紋別のホタテの
出汁の味を楽しんで
いただきたいです

それぞれの
食材と
語り合いながら
作っています

地元の素晴らしい
海産物をお届け
するため
鮮度や品質を
大事にしています

食材を吟味し、
真面目に
仕込み、
正直に
やっています

流氷の下で逞しく育ち、甘味があり、食感が良いホタテは人気の返
礼品の一つ。

プレミアム本ずわい甲羅盛り

※以下の 4 店舗の製品は、紋別市のふるさと納税返礼品
にもなっています
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01
令
和
5
年
1
月
10
日（
火
）開
講

「
誰
で
も
使
え
る
統
計
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」受
講
者
募
集
中

　

総
務
省
は
、
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

た
め
の
取
組
と
し
て
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
そ
の
講
座
の
一
つ
で
あ
る
「
誰

で
も
使
え
る
統
計
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」
を

令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）に
開
講
し
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
統
計
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を

活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
分
か
り

や
す
く
解
説
す
る
講
座
で
す
。
平
成
29
年

６
月
に
開
講
し
、
こ
れ
ま
で
延
べ
約
３
万

８
千
人
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

政
府
統
計
の
総
合
窓
口
で
あ
る
ｅ-

Ｓ

ｔ
ａ
ｔ
、
総
務
省
統
計
局
お
よ
び
（
独
）

統
計
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
、
視
覚
的
に

統
計
デ
ー
タ
を
把
握
で
き
る
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
や
Ａ
Ｐ
Ｉ
機
能
を
使
い
、
統
計

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分

析
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
登
録
お
よ
び
受
講

が
可
能
で
す
の
で
、
是
非
ご
受
講
く
だ
さ

い
。

 （
注
）
本
講
座
は
、
令
和
４
年
１
月
に
開
講
し
た
講

座
を
再
び
開
講
す
る
も
の
で
す
。

社
会
人
・
大
学
生
に
向
け
て
、
統
計
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
無
料
講
座
で
す
。

統計グラフ作成（行政界集計：7 ランク）

講座内では、地図で見る統計（jSTAT MAP）を活用し、基本的な統計
情報を地図上に表示させたり、自動的にレポート形式で出力する方法な
ど様々な機能について学ぶことができます。

●開講期間　令和 5 年 1 月 10 日（火）～ 3 月 14 日（火）予定
●学習時間　1 回 10 分程度× 5 ～7 回程度（1週間）× 4 週
●課　　題　各週の確認テストと最終課題の実施

週※3

1

2

3

4

e-Stat を使った
データ分析

公的統計データの
使い方

地図で見る統計
（jSTAT MAP）の
活用

統計オープンデータ
の高度利用

e-Stat ※1の統計データを活用したデータ分析の事例を学ぶ
（s-Stat の機能紹介、活用事例紹介等）

公的統計データの基本事項および読み方を学ぶ
（公的統計の種類と体系、労働力調査・家計調査の基礎知識および
  利用の際のポイント等）

統計データと地図を組み合わせた活用方法を学ぶ
（jSTAT MAP の機能紹介、簡単にできるレポート作成、活用事例紹介等）

統計API 機能※2 の仕組みや具体的な活用事例等の統計オープンデータの高度
な活用方法を学ぶ

（統計 API の仕組み、統計オープンデータの活用事例、講座のまとめ等）

各週のテーマ 内容

▶︎ 講座内容

▶︎ 講義内容

※１　政府統計の総合窓⼝　※ 2 統計データを⾃動で取得できる機能　
※ ３　�１～４週のほか、特別講義として主要な統計データをグラフ等に加工し、視覚的に分かりやすく、簡単に利用できる形で提供す　

る「統計ダッシュボード」（ https://dashboard.e-stat.go.jp/）の使い方を解説しています

▶︎ 受講の流れ

講師による説明動画でデータ
サイエンスを分かりやすく解説

講義動画

各週の確認テストにより理解度を確認、
最終課題により習熟度を確認

確認テストおよび最終課題の
得点率により修了証を取得

確認テストおよび最終課題 修了証の発行

データサイエンス・オンライン講座
「誰でも使える統計オープンデータ」
https://gacco.org/stat-japan3/

受講登録（無料）はこちらから



●政治家の寄附の禁止
　政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすることは、
その時期や名義のいかんに関わらず、罰則をもって禁止
されています。また、政治家以外の者が政治家の名義
の寄附をすることも罰則をもって禁止されています。

●政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
　政治家に対して寄附をするよう勧誘や要求をすることも
禁止されています。政治家を威迫して、あるいは政治家
の当選または被選挙権を失わせる目的で勧誘や要求をす
ると処罰されます。政治家名義の寄附を求めることも禁
止されており、威迫して求めると処罰されます。

●政治家の関係団体の寄附の禁止
　政治家が役職員や構成員である団体や会社が、選挙
区内にある者に対して、政治家の氏名を表示したり、氏
名が類推されるような方法で寄附をすることは禁止されて
おり、選挙に関して寄附をすると処罰されます。

●政治家の後援団体の寄附の禁止
　政治家の後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内
にある者に対して、後援団体の設立目的により行われる
行事や事業に関する寄附以外の寄附をすると、その時
期や名義のいかんに関わらず処罰されます。

●政治家の氏名等を冠した団体の寄附の禁止
　政治家の氏名が表示されたり、氏名が類推されるよう
な名称が表示されている団体が、選挙に関し、選挙区
内にある者に対して寄附をすることは、名義のいかんに関
わらず、罰則をもって禁止されています。

●請負等の契約の当事者の寄附の禁止
　国、地方公共団体と請負その他特別の利益を伴う契
約の当事者がそれぞれの選挙に関して寄附をすることや、
これらの者からそれぞれの選挙に関して寄附を受けること
は、罰則をもって禁止されています。
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「
三
な
い
運
動
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

 

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
(贈
ら
な
い
)！　

 
政
治
家
の
寄
附
を
求
め
な
い
！　

受
け
取
ら
な
い
！

MIC
NEWS

02
　

年
末
年
始
は
お
歳
暮
や
お
年
賀
な
ど
、

何
か
と
贈
り
物
を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー

ズ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
に
改
め

て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
き
れ
い

な
政
治
、
お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
！

有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

実
現
、
選
挙
の
公
正
の
確
保
を
目
指
す

「
三
な
い
運
動
」（
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
）
で
す
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物

を
贈
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
有
権
者
が
政

治
家
に
寄
附
や
贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
、

公
職
選
挙
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
寄
附
禁
止
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

政治家の寄附禁止の対象例

お祭りへの寄附・差し入れ、町
内会の集会・旅行などの催物へ
の寸志・飲食物の差し入れ

結婚祝※、香典※、卒業祝、
入学祝など

お歳暮・お年賀など
落成式・開店祝などの祝花、
葬儀の供花、病気見舞いなど

※�政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席してその場で行う場合には、
罰則が適用されない場合があります。

次の行為が禁止されています
【平時より禁止されるもの】

【選挙に関して行うことが禁止されるもの】

【その他、禁止されている行為】
○政治家が選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、寒中見舞などのあいさつ状 (電報なども含む )を出すこ
　とは禁止されています。
○政治家や政治家の後援団体 (いわゆる後援会 )が、選挙区内にある者に対して、主として挨拶を目的とする有料の広告を新聞・雑誌・テレビ・
　ラジオ・インターネットなどに出すと処罰されます。

なるほど！選挙「寄附の禁止」
https://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
※詳細はお近くの選挙管理委員会までお問い合わせください。

総務省
ホームページ
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電
波
は
有
限
希
少
な
国
民
共
有
の
財
産

で
あ
り
、
携
帯
電
話
、
テ
レ
ビ
放
送
、
防

災
行
政
無
線
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
方
式

は
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式
に
比
べ
て
効
率
よ
く

情
報
を
伝
達
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
、
ア
ナ
ロ
グ
簡
易

無
線
は
間
も
な
く
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

MIC
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03
ア
ナ
ロ
グ
簡
易
無
線
機
の

使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

～ 
令
和
６
年（
2
0
2
4
年
）
11
月
30
日
ま
で 

～

12
　
　
　
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

引
き
続
き
簡
易
無
線
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
デ
ジ
タ

ル
簡
易
無
線
へ
の
買
換
え
と
総
務
省
へ
の
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
が
使
用
で
き
る
デ
ュ
ア

ル
方
式
の
簡
易
無
線
に
つ
い
て
も
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売

店
で
ア
ナ
ロ
グ
の
電
波
の
発
射
を
停
止
す
る
無
線
機
の

改
修
と
総
務
省
へ
の
申
請
手
続
が
必
要
で
す
。

　
使
用
期
限
が
近
づ
く
と
、
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
へ
の

お
問
い
合
わ
せ
や
申
込
み
の
急
増
、
総
務
省
へ
の
申
請

手
続
の
急
増
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
で

使
用
期
限
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、
時
間

的
な
余
裕
を
十
分
に
と
っ
て
、
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
簡
易
無
線
を
購
入
さ
れ
た
販
売
店
等
や
総

務
省
総
合
通
信
局
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

アイコム
「IC-DU55C」

アルインコ
「DJ-DPS71」

八重洲無線
「SR810」

日立国際電気
「EMU-05FL/C」

三菱電機
「MT-907D」

モトローラ
「MiT5000」

CSR
「HX585UJD121」　

JVC ケンウッド
「TCP-D261BT」

令和6年12月1日以降も
使用が可能な主なデジタル簡易無線
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（A：アナログ方式の簡易無線：買換えが必要、　AD：デュアル方式の簡易無線：改修が必要）

総務省総合通信基盤局電波部移動通信課
TEL:03-5253-5895

詳しくは、総務省 電波利用ホームページへ
https://www.tele.soumu.go.jp/問い合わせ先

電波利用 検索

＜ご対応が必要な主な無線機＞　

メーカ名 メーカ名種別 種別機種名 機種名

アイコム株式会社

アルインコ株式会社

バーテックススタンダード
 LMR 合同会社

トム通信工業株式会社

株式会社日立国際電気

三菱電機
システムサービス
株式会社

A

A

A

A

AD

AD

AD

A

AD

AD

AD

A

A

A

A

A

A

AD

A

AD

A

AD

IC-UH35CTM

IC-UH37CTM

IC-UM2005CTM(車載用)

IC-UM2005ACT(車載用)

IC-DU5505C(車載用)

IC-DU55C

IC-DU65C

DJ-BU10C

DR-BM50AD(車載用)

DJ-BU50AD

XEDGM1

JMUE4014C

JJH38RDC9AA3ANCRA

VX-581UCAT

VX-561UCAT

VX-582UCAT

EF-3221TCM(車載用)

TM-K3210C

EUM-05IT/CWD

EUM-05FL/C

MT-888D

MT-907D

モトローラ・
ソリューションズ
株式会社

八重洲無線株式会社

株式会社 CSR

株式会社 
JVC ケンウッド

A

A

A

A

A

AD

AD

AD

AD

A

AD

AD

AD

A

AD

AD

A

A

AD

AD

AD

AD

AD

JMUE4014C

JMUE4014B

JJH38RDC9AA3ANCR

JJH38RDC9AA3ANCRA

JMUE4014A

GDB3500

GDB4000(車載用)

GDB4500

GDB4800

VX-582UCAT

VX-5901U(車載用)

VXD450U

VX-D591UCAT

GX5550UCAT132(車載用)

VX-D5901U(車載用)
(2020.7 以降購入)

VXD450U
(2020.7 以降購入)

TCP-223CT

TCP-233WCT

TCM-D204(車載用)

TCM-D244-CT(車載用)
（製造番号：C0110060 まで）

TCM-D244G-CT(車載用)
（製造番号：C0210004 まで）

TCP-D201

TCP-D203

（一般社団法人全国陸上無線協会の資料より作成）
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MIC
NEWS

04
郵
政
民
営
化
前
に
お
預
け
い
た
だ
い
た

定
額
郵
便
貯
金
、
定
期
郵
便
貯
金
、
積
立
郵
便
貯
金

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

郵
政
事
業
が
民
営
化
さ
れ
、
本
年
10
月

で
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

郵
政
民
営
化
前
（
平
成
19
年
９
月
30
日

ま
で
）
に
郵
便
局
に
お
預
け
い
た
だ
い
た

す
べ
て
の
定
額
郵
便
貯
金
、
定
期
郵
便
貯

金
お
よ
び
積
立
郵
便
貯
金
は
、
満
期
日
を

過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
郵
便
貯
金
の
払
戻
し
に
は
期

限
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

郵
政
民
営
化
前
に
お
預
け
い
た
だ
い
た
定

額
郵
便
貯
金
、
定
期
郵
便
貯
金
お
よ
び
積

立
郵
便
貯
金
（
注
１
）
は
、
旧
郵
便
貯
金

法
に
よ
り
、
満
期
後
20
年
2
か
月
経
つ
と

そ
の
貯
金
に
関
す
る
預
金
者
の
権
利
が
消

滅
し
、
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
（
注
２
）
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

満
期
を
過
ぎ
た
郵
便
貯
金
証
書
や
通
帳

が
ご
自
宅
や
ご
実
家
に
な
い
か
、
ご
家
族

の
皆
さ
ま
に
も
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
お
早
め
に
お
近
く
の
郵
便
局

の
貯
金
窓
口
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓

口
に
て
払
戻
し
の
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

 （
注
1
）
郵
政
民
営
化
前
の
定
額
郵
便
貯
金
、
定
期　
　

　
　
　
　

郵
便
貯
金
お
よ
び
積
立
郵
便
貯
金
は
、
日

　
　
　
　

本
郵
政
公
社
か
ら
独
立
行
政
法
人
郵
便
貯

　
　
　
　

金
簡
易
生
命
保
険
管
理
・
郵
便
局
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

ワ
ー
ク
支
援
機
構
に
承
継
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

同
機
構
で
は
、
株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
　
　
　

に
委
託
の
上
、
当
該
貯
金
の
管
理
な
ど
を

　
　
　
　

行
っ
て
い
ま
す
。

 （
注
2
）
平
成
19
年
10
月
1
日
以
降
に
郵
便
局
に
お

　
　
　
　

預
け
い
た
だ
い
た
貯
金
は
、
対
象
外
で
す
。

ご家族にも
ご確認を！
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 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAX または電子メールでお寄せください
FAX ▶ 03-5253-5174　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

福
岡
県
豊
前
市
で
は
、
３
歳
児
健
診

会
場
、
就
学
時
健
診
会
場
お
よ
び
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
等
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
を
申
請
時
来

庁
方
式
に
て
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、

福
岡
県
内
1
位
（
令
和
4
年
10
月
末
時

点
）
の
交
付
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
特

に
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
は
、

接
種
後
の
待
機
時
間
を
利
用
し
受
付
し

た
こ
と
で
、
多
く
の
方
に
申
請
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取

得
し
た
後
も
有
効
活
用
で
き
る
環
境
構

築
の
た
め
、
庁
舎
内
の
市
民
課
窓
口
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

「
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
を
操
作
し
て
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑

登
録
証
明
書
や
所
得
証
明
書
等
の
申
請

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
申
請
か
ら
受

け
取
り
ま
で
の
時
間
短
縮
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利

便
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

福
岡
県
豊
前
市

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
率
県
内一位
！

交
付
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す

ワクチン接種会場での出張申請の様子

庁舎内にある、らくらく窓口証明書発行機

総務大臣　

松
ま つ

本
も と

 剛
た け

明
あ き

東京都出身
昭和３４年４月２５日生まれ
平成１２年　衆議院議員初当選
　　　　　　当選８回
平成２３年　外務大臣

松
本
総
務
大
臣
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
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